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ための試みとして、本書ではさまざまな特徴を備えた産業八業種のケーススタディを行った。本書が特に注目するのは、今日、中国の産業 、量的拡大の加速に伴って、顕著な質的変化を経験しつつあるという事実である。 本書ではこれらの変化を 「産業の高度化」というキーワードで捉えることにした。「高度化」という概念には、大きく分けて二つの意味合いがあると考えられる。第一に、一国単位でみた産業構造の 「高度化」 であり、 第二に個別の産業レベルの「高度化」である。産業構造の「高度化」 は、資本集約度や技術集約度が相対的 高い産業が急速な成長を遂げ、経済全体のなかでの比重を上昇させ ゆくことを指す。一方、個別の産業レベ
ルの 「高度化」 は、産業を構成する各企業の資本蓄積や技術力の向上、あるいは集中度の上昇や集積の形成などの産業組織の再編によって 製品の高付加価値化や、開発・生産・流通の各段階の効率化が進み、産業全体の付加価値産出能力が向上してゆくことを意味する。今日 中国の産業発展で最大 特徴は、 資本集約的技術集約的なリーディング・インダストリーの成長による産業構造の高度化と従来型の産業 含む広汎な種類の産業レベル 高度化が同時並行的に進展しつつあるという点にあ
本書では資本集約的・技術集約的
なリーディング・インダストリーの代表例として、 携帯電話端末産業（第一章） 、 自動車産業 ・ 自動車部品産業 （第二 ・ 四章） 、 および鉄鋼業 （第三章） 、従来型の産業の代表例として、 アパレル産業 （第五 雑貨産業 （第六章） 、 およびビール産業 （第七章） を取り上げた。これに加えて本書では、広大な空間を擁する中国で製品を効率的に移させるという、製造業の高度化に不可欠なサービスを提供する物流業のケースを取り上げている （第八章） 。
これらの異なるタイプの産業にお
ける高度化のメカニズムを解明するにあたって、本書では中国国内市場の役割にとりわけ注目してい 。資本集約的・技術集約的産業の高度化の場合、中国市場の規模 大きさが当該産業における前方連関効果と後方連関効果を誘発した。自動車や携帯電話産業などは当初いずれも産業















を通じた取引が行われている。こらの製品分野ではいずれも、 の種類がきわめて細分化されているうえ、中国特有の巨大なローエンド需要の存在と参入障壁の低さゆえに、多数の生産者が競争する分散的 産業組織が形成されている。このような状況の下では 「市場」は生産者と需要者の間の関係を効率的にコーディネートする舞台として、重要な役割を発揮している。
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